
項目 項目詳細 基準案 現況 自社現況詳細 1step(1年目） 2step(2年目） 3step(3年目） 達成

安全性
カビや残留農薬等に汚染されていない、安
全な飼料

○

栄養・嗜好性
発育段階にあった栄養バランスの取れた
飼料で、嗜好性も良好である

○

水道水・井戸水共通 人の飲み水としての基準を満たす 〇

飲水量制限の有無 水は新鮮で衛生的な状態であること ○

飼育面積 坪40羽以下の飼育密度である ○

○

暑熱・寒冷対策 正常な体温を保てる温度 △

野生動物侵入防止策 動物侵入防止対策を行っている △

新鮮な空気の確保 常時新鮮な空気と交換できる △

床 不快感を感じない床面
床には十分な厚さの敷料があり、適度に
乾燥している。

○

早期発見体制
最低1日1回は鶏舎内の見回りを行ってお
り、飼育記録簿もつけている。

○

病原体侵入防止策 病原体侵入防止策を行っている 〇
予防策 推奨ワクチネーションプログラムの実地 ○
疾患鶏の分別管理 疾患鶏の別飼育又は淘汰処分 〇

砂浴び場
乾燥した敷料があり、砂浴びをすることが
できる

○

照度 舎内の点灯
入雛後約1週間後以降は、暗期が1日4時
間以上確保されている

○

⑤恐怖や悲し
みからの自由

屑鳥・安楽死 疾病・傷害鶏の安楽死 炭酸ガス麻酔の使用 ×

ＡＷ教育 飼育員へのＡＷ教育 農場スタッフのＡＷ理解 ×

無投薬飼育、
飼育成績

飼育成績からの検証
無投薬飼育を継続的に行い、かつ、育成
率などの飼育成績も良好な数字を確保し
ている。

〇

　

秋川牧園肉鶏3か年計画

③痛み、傷、
病気からの自
由

④正常行動発
想の自由

●その他

ブロイラー

①飢えと乾き
からの自由

②不快からの
自由

飼育方法 自然な光と風の入る開放鶏舎

飼育環境

病気・疾患

遊具

水

飼料



項目 項目詳細 基準案 基準の解説 現況 自社現況詳細 1step 2step 3step

安全性
カビや残留農薬等に汚染されていな
い、安全な飼料

採卵の案を採用。今回はｎｏｎ－ＧＭＯ
や植物性の項目は入れない。

○
non-GMO、ＰＨＦコーン、肉骨
粉と油脂不使用である。

栄養・嗜好性
発育段階にあった栄養バランスの取れ
た飼料で、嗜好性も良好である

○

水道水・井戸水共通 人の飲み水としての基準を満たす 大腸菌陰性など 〇 毎年水質検査を実施

飲水量制限の有無 水は新鮮で衛生的な状態であること
ニップル方式ではない場合は、特に水
飲みの清掃状態が重要

○ ニップル方式なので問題なし

飼育面積 坪40羽以下の飼育密度である
坪35羽以下又は33ｋｇ/㎡以下としたい
が、ベースラインなので緩めた。

○ 坪35羽以下である。

ウインドレスを否定 ○

暑熱・寒冷対策 正常な体温を保てる温度 採卵の案を採用 △
暑さ対策をするが、それでも
夏は暑いだろう。

野生動物侵入防止策 動物侵入防止対策を行っている 採卵の案を採用 △
ネズミの侵入が０とはいえな
い。

有効なネズミ対策
の試験

新鮮な空気の確保 常時新鮮な空気と交換できる 採卵の案を採用 △
入雛時に、アンモニア濃度が高で
あるケースがある。

入雛時の床の発酵
レベルを上げる。

床 不快感を感じない床面
床には十分な厚さの敷料があり、適度
に乾燥している。

○

早期発見体制
最低1日1回は鶏舎内の見回りを行って
おり、飼育記録簿もつけている。

○

病原体侵入防止策 病原体侵入防止策を行っている
採卵の案を採用。採卵は飼育環境の
分類であるが。

〇

予防策 推奨ワクチネーションプログラムの実地 採卵の案を採用 ○

疾患鶏の分別管理 疾患鶏の別飼育又は淘汰処分
ブロイラーでは原則淘汰処理をしてい
るため

〇

砂浴び場
乾燥した敷料があり、砂浴びをすること
ができる

○

照度 舎内の点灯
入雛後約1週間後以降は、暗期が1日4
時間以上確保されている

「ＡＷの向上を目指して」では4時間に
なっている。

○
入雛後1週間後は点灯はして
ない。

⑤恐怖や悲し
みからの自由

屑鳥・安楽死 疾病・傷害鶏の安楽死 炭酸ガス麻酔の使用 採卵の案を採用 ×
頸椎を脱臼さす方法をとって
いる

ＡＷ教育 飼育員へのＡＷ教育 農場スタッフのＡＷ理解 採卵の案を採用 × 現行では不十分
ＡＷの観点からの
飼育の改善の取り
組み

無投薬飼育、
飼育成績

飼育成績からの検証
無投薬飼育を継続的に行い、かつ、育
成率などの飼育成績も良好な数字を確
保している。

どんなに他の項目を満たしていても、育
成率がガタガタの数字では論外となる。

〇

　

ＡＷＦＣ　肉鶏の基準案と秋川牧園の3か年計画案

①飢えと乾き
からの自由

飼料

水

②不快からの
自由

飼育環境

飼育方法 自然な光と風の入る開放鶏舎

③痛み、傷、
病気からの自
由

病気・疾患

④正常行動発
想の自由

遊具

●その他



達成

現行の坪羽数35
羽以下の自社基
準の引き下げ

ネズミ対策の確立

炭酸ガスの導入

ＡＷＦＣ　肉鶏の基準案と秋川牧園の3か年計画案



項目 項目詳細 基準 現況 自社現況詳細 1step 2step 3step 達成

安全性
カビやサルモネラ等に汚染され
ていない、安全な飼料

○ 飼料会社での検査実地

栄養・嗜好性
栄養バランスの取れている　好
んで食べる

○ 畜産試験場での試験を実施
ハーブ類の飼料添加によ
る栄養成分の向上

自社内での
栽培開始

自社穀物飼料
率15％

給餌量制限の有無 空腹ストレスがかからない 〇 給餌制限なし

水道水・井戸水共通
都道府県別の衛生基準を満た
している

△ 2年以内に水質検査を実施 1年に一度の実施

飲水量制限の有無 潤沢で自由に飲めること ○ 天然湧水・制限なし

飼育面積
1羽当たり５５０ｃ㎡以上（成鶏）
である事

○ 1羽当たり0.15㎡以上での飼育

○ 平飼い・放牧飼育
暑熱・寒冷対策 正常な体温を保てる温度 △ 山間部の為暑熱は問題なし

野生動物侵入防止策 動物侵入防止対策を行っている △ 定期的な柵・抜け穴チェック 害獣動線用カメラ設置 定期駆除依頼

病原体侵入防止策 病原体侵入防止策を行っている ○ 消毒・石灰・専用長靴履き替え
新鮮な空気の確保 常時新鮮な空気と交換できる ○ 冬季以外は常時開放

床 不快感を感じない床面
（ゲージ）傾斜8度以下
（平飼い）発酵床、乾燥土間に
よる敷料管理

○
管理の行き届いた完熟堆肥に
よる敷料管理

早期発見体制 鶏舎見回り・管理表の記載 ○
給餌量・産卵率・死亡率等によ
る変化で確認

予防策
推奨ワクチネーションプログラ
ムの実地

○ コクシジウムのみワクチン接種

疾患鶏の分別管理 疾患鶏の別飼育・適切な投薬 △ 疾患鶏隔離 隔離場所の同一化
換羽 強制換羽・給餌休産 絶食による強制換羽の禁止 △ 誘導換羽の実施 換羽なし

ビークトリミング断嘴の実施の有無 生後10日以内実地・極力避け △ ツツキは出た場合のみ実施

止まり木 1羽当たり15㎝以上の大きさ ○ 鶏舎内に配置済
砂浴び場 管理された衛生的な砂浴び場 ○ 完熟堆肥による砂浴び

照度 舎内の点灯 暗闇での飼育禁止 ○ 夜間用小玉球の設置

屑鳥・安楽死 疾病・傷害鶏の安楽死 炭酸ガス麻酔の使用 × 熟練者による手締め
炭酸ガス麻酔
の導入

ＡＷ教育 飼育員へのＡＷ教育 農場スタッフのＡＷ理解 ○ 月1回ＨＡＣＣＡＰ会議の実施
●その他

AWFC：黒富士農場

①飢えと乾き
からの自由

飼料

水

②不快からの
自由

飼育環境

飼育方法 エンリッジゲージ以上

③痛み、傷、
病気からの自
由

病気・疾患

④正常行動発
想の自由

遊具

⑤恐怖や悲し
みからの自由



　


